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研究要旨 

創薬・疾患研究に必要な細胞・組織資源の充実化を行うために、ＨＳ研究資源バンクから医薬基盤研究所

へ移管されたヒト組織バンク及び日本人由来Ｂ細胞株・DNA バンクのヒト組織及び不死化Ｂ細胞について、体

制の整備と新たな資源化に関する検討を行った。これらのバンクを含む医薬基盤研究所の生物資源バンクに

ついて、JCRB 生物資源バンク（http://bioresource.nibio.go.jp）としてポータルサイトを構築し、ヒト由

来の細胞、組織、不死化Ｂ細胞・DNA、遺伝子、そして実験動物について、利用者が One Stop で情報を入手

できる環境を構築した。さらに、研究所内外の他データベースとの情報連携により、国内有数の生物資源を

創薬・疾患研究へ活用するプラットフォームの構築を図った。

 

Ａ．研究目的 

独立行政法人医薬基盤研究所（基盤研）が、1980

年代から維持・管理してきた、創薬・疾患研究に有

用な細胞・組織コレクションの資源の充実化、分譲

体制の確立を一層進めることを目的とする。2013

年4月1日付で、財団法人ヒューマンサイエンス振興

財団研究資源バンク（ＨＳ研究資源バンク）が基盤

研へ移管され、ヒト由来試料の生体資源バンクの統

合化のための体制整備と資源活用方針の検討が必

要となった。そこで、ＨＳ研究資源バンクから基盤

研難病資源研究室へ移管されたヒト組織バンク及

び日本人由来Ｂ細胞株・DNAバンクに関して、運用

を滞りなく継続実施可能にするとともに、今後に向

けた資源化に関する検討を行う。また、これらのバ

ンクを加えた基盤研難病・疾患資源研究部の生物資

源バンクについて、創薬・疾患研究を行う分譲希望

者がヒト由来試料の入手に際し、One Stopで情報を

入手できる環境を目指して、情報データベースの構

築を進める。 

 

Ｂ．研究方法 

１．ＨＳ研究資源バンクから移管された、ヒト組

織バンク及び日本人由来Ｂ細胞株・DNA バンク

について、提供元機関（医療機関）との契約変

更（ヒト組織バンク）等の運営体制の整備を行

い、分譲を実施可能にする。また、新しいヒト

由来試料の追加、細胞調製、品質管理、遺伝子

発現解析等を実施し、次年度以降のための新た

な資源化に向けた検討を行う。 

２．基盤研難病・疾患資源研究部の生物資源バン

クについて、ポータルサイトを構築することで

連携を深め、ＨＳ研究資源バンクから移管され

たバンクを含めて、分譲希望者から見て統合的

な利用環境に向けた情報データベースの構築

を進める。また、複数の生物資源バンクを横断

的に検索可能なシステムへの情報提供を行い、

研究所内外のデータベースとの情報連携が可

能なデータフォーマット等を検討する。 

 

（倫理面への配慮） 

ヒト由来試料（ヒト組織・不死化Ｂ細胞）の取

扱いは「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫



理指針」に基づいて実施した。分譲は分譲先機関

での倫理審査承認を受けて行った。ヒト組織につ

いては、提供機関（医療機関）と分譲先機関にお

いて倫理審査承認を受けた。ヒト組織は手術等に

より摘出された、診断等に不要の余剰組織であり、

提供者への十分な説明と同意のもと、連結不可能

匿名化等の個人情報保護の手続きを厳正に行った。 

 

Ｃ．研究結果 

１．ヒト由来試料を取り扱うための規程類（ヒト

組織バンク運営細則、各種様式類）を体制変更

に合わせて修正または新規作成し、提供元機関

との契約変更（ヒト組織バンク）、倫理審査体

制の整備、ホームページ（資料１）とパンフレ

ット（資料２）による情報発信を行った。これ

により、ヒト組織バンク約 220 試料、日本人由

来Ｂ細胞株・DNA バンク約 2,100 試料を分譲可

能な体制を整備した。本年度の分譲実績は、ヒ

ト組織バンク：21 件 42 試料、日本人由来Ｂ細

胞株・DNA バンク：20 件 841 試料となった。ま

た、ヒト組織に関して 259 件、日本人由来Ｂ細

胞株・DNA（遺伝子クローン事業を含む）に関

して 69 件の各種相談を受け付け、分譲情報、

技術情報を提供した。今後の資源化の検討につ

いては、以下のとおり実施した。（ヒト組織に

ついての分担研究報告書も参照のこと。） 

① 医療機関Ａからの肝組織由来試料の受入れ、

医療機関Ｂからの新鮮組織の受入れについて

検討した。 

② 関節リウマチ及び変形性関節症由来の滑膜

組織（各２例）より計４試料の滑膜細胞を調

製し、品質管理後、Web上で公開した。 

③ 滑膜細胞においての炎症性反応等に関する

遺伝子の発現状態を解析した。 

④ 滑膜細胞についてウイルス検査用の試料を

随時調製した。 

２．基盤研難病・疾患資源研究部が保有する生物

資源バンクのポータルサイトとして、「JCRB 生

物資源バンク」のホームページ（Japanese 

Collection of Research Bioresources, 

http://bioresource.nibio.go.jp）を構築した

（資料３）。ＨＳ研究資源バンクから移管され

たバンクも含めて、利用者から見てどのような

生物資源バンクがあるかを一度に把握できる

ようになった。情報データベース化を進める一

環として、各生物資源バンクの分譲可能なヒト

由来試料等について、「医薬基盤研究所データ

ベ ー ス 横 断 検 索 シ ス テ ム 」

（http://alldbs.nibio.go.jp）に登録するた

めの情報抽出・整備・提供を行い、生物資源以

外の研究所のデータベースも合わせて、利用者

が一括して検索可能とした。これらの情報は

"Sagace"（http://sagace.nibio.go.jp）とも

連携し、所外のデータとの連携も図っている。

また、生物資源のデータを高度な検索システム

に対応させて創薬・疾患研究への利用に供する

ため、各生物資源に関連する疾患名・生物種

名・遺伝子名・変異情報等についての検索に適

したフォーマット（RDF, Resource Description 

Framework）での取扱い、また、標準化タグ情

報の付与（ICD10 疾患名等のマークアップ）に

関して調査・検討を行った。 

 

Ｄ．考察 

厚生労働省の研究機関である基盤研は、創薬・

疾患研究に特化した、他に類を見ないヒト由来試

料等の生物資源を保有している。これら細胞・組

織等の生物資源の充実化により創薬・疾患研究の

促進を図ることは、難病患者のQOL向上から国民全

般の健康増進まで幅広く寄与するものである。し

かし、ヒト由来試料の研究利用については、入手

可能性、品質、付帯する臨床情報の欠如等、課題

がある場合が多い。こうした状況の改善を図りつ

つヒト組織・不死化Ｂ細胞等の資源化を推進する

ことが求められている。また、データベースを活

用して様々なオミックス情報を連携させることで、

生物資源の付加価値を高めることも重要である。

本研究をふまえ、基盤研が保有する他に類を見な

い研究資源について資源そのもの及び情報連携等

の面からさらなる充実を図り、個別化医療実現の

ための研究基盤構築に寄与することを目指したい。 

 

Ｅ．結論 

本年度にＨＳ研究資源バンクから移管されたヒ

ト組織バンクと日本人由来Ｂ細胞株・DNAバンクの

運用体制の整備及び今後の資源化の検討を実施し、

これらを含む基盤研の生物資源バンクのポータル

サイトとなる、「JCRB生物資源バンク」ホームペ

ージを構築し、横断検索システムへの情報連携を

図った。これらにより、基盤研が保有するヒト由

来試料等の生物資源が創薬・疾患研究に資するた

めの基盤を発展させた。 



  

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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資料１ ホームページ：
 
 

 

ホームページ：ヒト組織バンク

 

ヒト組織バンク

  

ヒト組織バンク（左）、、日本人由来Ｂ細胞株・日本人由来Ｂ細胞株・DNADNA バンク（右（右） 



資料２資料２ パンフレット：ヒト組織バンクパンフレット：ヒト組織バンクパンフレット：ヒト組織バンクパンフレット：ヒト組織バンク 
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JCRB生物資源バンクホームページ（

 

生物資源バンクホームページ（

  

生物資源バンクホームページ（http://http://bioresource.nibio.go.jpbioresource.nibio.go.jpbioresource.nibio.go.jp） 
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資料４ 独立行政法人医薬基盤研究所データベース横断検索

 
 

独立行政法人医薬基盤研究所データベース横断検索独立行政法人医薬基盤研究所データベース横断検索独立行政法人医薬基盤研究所データベース横断検索独立行政法人医薬基盤研究所データベース横断検索独立行政法人医薬基盤研究所データベース横断検索（http://alldbsalldbs.nibio.go.jp.nibio.go.jp）  


